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記録

沖縄島より Medaeus ornatus Dana, 1852 ( オウギ
ガニ科 ) の標本を採集した . 本種はこれまで太
平洋の中 ･ 西部から記録されているが (Castro 
2011), 日本沿岸からは初めての採集記録である . 

本研究で使用した標本は , 70％エタノール液
浸標本として琉球大学博物館 ( 風樹館 ) (RUMF: 
Ryukyu University Museum, Fujukan) に収蔵され
ている . 標本の大きさは甲長 × 甲幅で示した . 
甲域の名称は Dana (1851: fig. 1) に従った . 

Medaeus Dana, 1851
セスジオウギガニ属 ( 改称 )
Medaeus ornatus Dana, 1852
セスジオウギガニ ( 新称 )
( 図 1)

Medaeus ornatus Dana, 1852a: 76; Dana 1852b: 182; 
Dana 1855: pl. 9, fig. 1; Rathbun 1906: 849, pl. 9, 
fig. 5; Rathbun 1911: 216; Edmondson 1925: 50; 
Edmondson 1946: 288; Edmondson 1962: 235, 
fig. 5f; Holthuis 1962: 244, 246; Guinot 1964: 19; 
Guinot 1967: 363, figs. 26, 39; Serène 1968: 76; 
Guinot 1971: 1073; Titgen 1987: 108; Garth et 
al. 1987: 245, 258; Davie 1997: 362 (key); Davie 
2002: 536; Ng et al. 2008: 199; Castro 2011: 95; 
Lai et al. 2011: 413, 441, figs. 1, 8f, h.

Medaeus? ornatus — Holthuis 1953: 24; Cloud 
1959: 434; Paulay et al. 2003: 505.

Paramedaeus simplex — Serène 1984: 89, fig. 50, 
pl. 12C; Poupin et al. 2013: 11; Poupin et al. 
2018: 105 (part?), fig. 17A [not P. simplex (A. 
Milne-Edwards, 1873)].

検討標本 . RUMF-ZC-7195, 1 雌 (4.9 × 6.7 mm, ヤ
ドリムシ類寄生 ), 沖縄島恩納村山田 , 2020 年 8
月 18 日 , 前之園唯史採集 .

比 較 標 本 . ハ リ ダ シ オ ウ ギ ガ ニ モ ド キ
Paramedaeus simplex (A. Milne-Edwards, 1873) (図
2). RUMF-ZC-7197, 1 雄 (8.9 × 12.5 mm), 沖縄諸
島本部町瀬底島 , 2020 年 7 月 24 日 , 前之園唯史
採集 .

形態の特徴 ( 雌 ). 甲はヤドリムシ類の寄生に
よって左側が大きく膨れているが , 本来の輪郭
は六角形である (Dana 1855: pl. 5, fig. 1a; Rathbun 
1906: pl. 9, fig. 5; Edmondson 1962: fig. 5f; Guinot 
1967: fig. 26). 甲の背面は顆粒で覆われ , 短い剛
毛が疎らに生える . 甲域は 2F, 1–4M, 2L, 5L, 6L, 
1P が明瞭に区画される . 2M は浅い縦溝によっ
て U 字型を呈する . 1P の後端には顆粒が密集し
た低い稜が横断する . 額は前方に強く張り出し , 
中央の切れ込みによって 2 分する . 額の両側は
丸みを帯びて前方と側方にやや突出する . 眼前
歯は発達し , 額よりも背面側に位置する . 眼窩
上縁には小さい棘が並び , 2 つの切れ込みを具
える . 眼窩外歯は小さいながら発達する . 眼窩
下縁には小さい棘が並び , 内角および外角の歯
が発達する . 甲の前側縁の前端は , 眼窩外歯に
接続せず眼窩下縁の直下方向に向かうが , 途中
で稜が不明瞭になる . 甲の前側縁には , 4 つの尖
った前鰓歯 (Dana 1851: E, N, T, S) が並び , 各前
鰓歯の側縁には小さい棘が並ぶ . 頭胸甲の腹面
は顆粒で覆われ , 眼窩の直下および第 3 前鰓歯
の直下の顆粒はやや尖る . 下肝域には鈍頭の突
起 (Dana 1851: d’) を具え , この突起は背面観に
おいて第 1 前鰓歯の前方に確認できる . 

鉗脚は , 基部から腕節までは左右でほぼ同
大 ･ 同形である . 長節の外面と下面は棘状顆粒
で覆われ , 内面は平滑である . 前縁と後縁には
鋭い棘が並ぶ . 腕節の上面は棘状顆粒で覆われ , 
内縁に 2 本 , 外縁に 3 または 4 本 , 上面に 2 ま
たは 3 本の棘状突起を具える . これらの突起の
うち , 外縁の遠位の 1 本および上面の遠位の 1
本は鈍頭だが強大である . 鉗部は左右で大きさ 
( 高さと厚さ ) が異なるが , 突起などの配置はほ
ぼ同じである . 掌部の上 ･ 外面および上 ･ 内面
を区切る境界縁には , それぞれ 4 つの突起が並
ぶ . このうち , 上 ･ 外面の境界縁の突起は鈍頭
だが強大で , 上 ･ 内面の境界縁の突起は細いが
鋭く尖る . 掌部の外面には尖った顆粒が並んだ
顆粒列が縦走する . 掌部の内面は , 大きさや尖
りの程度が不揃いな顆粒が散在するが , 可動指
との関節付近は平滑である . 掌部の下縁に並ぶ
棘は , 外面の顆粒よりも大きくて尖る . 不動指
と可動指の咬合縁には , ほぼ全長にわたって通
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常の歯が並ぶが ( 臼歯状の歯を欠く ), 小鉗脚で
は不動指 ･ 可動指ともに基部側の歯が不明瞭で
ある . 歩脚は比較的細長い . 各歩脚の前縁と後
縁には羽状毛が生え , 長節から前節には棘状突
起が並ぶ . この突起列の配置は次の通り : 長節
は , 前縁 , 上 ･ 後面の境界縁 , 下 ･ 後面の境界縁
の計 3 列 ; 腕節は , 下面の前縁付近に 1 列 ; 前
節は , 上面と下面それぞれの前縁付近と後縁付
近の計 4 列 . 指節は細長いヘラ状である .

胸部腹板の外面は顆粒で覆われ , 短い剛毛が
疎らに生える . 腹部を閉じても第 8 腹板の一部
は外面に露出する . 腹部の外面は概ね平滑で , 
短い剛毛が疎らに生える . 腹部の幅は第 3 腹節
が最大で , 第 3 腹節から尾節にかけて次第に狭
くなる . 第 1･2 腹節の幅は第 4 腹節とほぼ同じ
である . なお , 検討標本は雌であるが , 腹部の広
がりが不充分であるため未成熟個体と判断され
る . 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , 既往文献 
( シノニムリスト参照 ) で示されている Medaeus 

ornatus の記載や図とよく一致した . 本種は , 額
が前方に強く張り出す点において M. elegans A. 
Milne-Edwards, 1867 に類似するが , M. elegans よ
りも前鰓歯が尖り , 掌部上面の突起が発達する
ことによって識別可能である (A. Milne-Edwards 
1873: pl. 8, figs. 1, 1a; Edmondson 1962: fig. 6a; 
Serène & Umali 1972: pl. 6, figs. 7, 10; Mendoza et 
al. 2014: fig. 3A). 

Rathbun (1911) は , インド洋のサヤ ･ デ ･ マ
ルハ ･ バンク , アミラント諸島およびセーシェ
ル諸島から本種を記録した . Serène (1984: 86, 
90) は , この Rathbun (1911) の標本の一部を直
接確認し , これらの標本は M. ornatus ではな
く Paramedaeus simplex (A. Milne-Edwards, 1873) 
( ハリダシオウギガニモドキ ) の誤認であると
判断し , この見解は現在でも引き継がれている 
( 例えば , Ng & Clark 2002: 533). しかしながら , 
Serène (1984: pl. 12C) で図示されたマダガスカ
ル産の P. simplex は , 本研究の比較標本 ( 図 2) 
やその他多くの文献 (Rathbun 1906; Edmondson 
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図 1. セスジオウギガニ ( 新称 ) (RUMF-ZC-7195, 雌 , 4.9 × 6.7 mm). A, 全体 , 背面 , 生時の色彩 ; B, 甲 , 背面 ; C, 
鉗脚 , 上面 ; D, 鉗部 , 外面 ; E, 左歩脚 , 上面 . 1–4, 第 1–4 歩脚 . 
Fig. 1. Medaeus ornatus Dana, 1852 (RUMF-ZC-7195, female, 4.9 × 6.7 mm). A, entire animal, dorsal view, live 
colouration; B, carapace, dorsal view; C, chelipeds, upper view; D, chelae, outer view; E, left ambulatory legs, upper 
view. 1–4, first to fourth ambulatory legs.



1962; Serène & Umali 1972; Takeda 1972, 1976; Ng 
& Clark 2002; 丸 村 ･ 小 阪 2003; Mendoza & Ng 
2010a) で図示されている P. simplex と次の 5 点
が異なる : (1) Serène の標本は , 1M と 2M が溝
によって分けられるのに対して , P. simplex では
1M と 2M が癒合する ; (2) Serène の標本は , 3M
の直後に細い溝が横断し , この溝によって 4M
が分離するのに対して , P. simplex では 4M を欠
く ; (3) Serène の標本は , 眼窩外歯と第 1 前鰓歯
はそれほど離れておらず , 背面観ではそれらの
歯の間に小さい突起 ( おそらく下肝域の突起 ) 
が確認できるのに対して , P. simplex では , 眼窩
外歯と第 1 前鰓歯がやや離れて位置し , 背面観
ではそれらの歯の間に突起は確認されない ; (4) 
Serène の標本は , 掌部の上 ･ 外面および上 ･ 内
面それぞれの境界縁に比較的大きい突起が 3, 4
個並ぶのに対して , P. simplex ではこれを欠く ; 
(5) Serène の標本の歩脚は細長く , 長節の前縁に
突起を具えるのに対して , P. simplex の歩脚は短
くて幅広く , 長節の前縁はほぼ完縁である . こ
れらの相違点のうち , Serène の標本は 4M が区
画されることから Paramedaeus Guinot, 1967 (4M
を欠く ; Guinot 1967: 373) でないことは明らか
であり , その他 4 つの相違点なども考慮する
とこの標本は M. ornatus と同定される . Serène 
(1984) は , この “マダガスカル産P. simplex” (= M. 
ornatus) と Rathbun (1911) が M. ornatus と同定し
た標本を同一種と判断しているため , 実際には
Rathbun (1911) の同定が正しかったと考えられ
る . 

Poupin et al. (2013) は , インド洋のグロリオソ
諸島から P. simplex を記録し , その標本は Poupin 
et al. (2018: fig. 17A) で図示されている . しかし
この P. simplex も上記 Serène (1984) の標本と同
様の理由によって M. ornatus と判断される . 

採集環境 . 水深約 2 m の砂礫底 . 底質をタモ

網で掬って採集した . 
分布 . 本種はこれまでハワイ諸島 ( タイプ

産地 ), マーシャル諸島 , サイパン ( 疑問符付き
の記録 ), グアム , オーストラリア ( ノーザン
テリトリー ) から記録されている (Dana 1852a; 
Holthuis 1953; Garth et al. 1987; Davie 2002; Lai 
et al. 2011). また , 同定が疑問視されている
Rathbun (1911) によるサヤ ･ デ ･ マルハ ･ バン
ク , アミラント諸島 , セーシェル諸島からの記
録 , 並びに Serène (1984) のマダガスカル産 P. 
simplex と Poupin et al. (2013) のグロリオソ諸島
産 P. simplex も本種であろう ( 備考参照 ). 本研
究の検討標本によって , 本種が日本沿岸 ( 沖縄
島 ) にも生息していることが明らかとなった .

属および種の和名 . Sakai (1976) や三宅 (1983) 
では , Medaeus に対して「ノコハオウギガニ
属 ( またはノコバオウギガニ属 )」の和名が充
てられている . これは当時 , ノコハオウギガ
ニ Medaeus serratus Sakai, 1965 が本属に置かれ
ていたためであるが , 現在ノコハオウギガニ
は , Ladomedaeus Števčić, 2005 のタイプ種とさ
れているため (Števčić 2005; Manuel-Santos & Ng 
2007; Ng et al. 2008), 「ノコハオウギガニ属」と
いう和名は Ladomedaeus に引き継ぎ , Medaeus
には新たな和名が必要である . 

Medaeus は , 甲の後半部 (1P) に横向きの稜を
具えることが特徴の一つとされている (Guinot 
1967: 363; Davie 1997: 365; Mendoza & Ng 2010b: 
205, 210). この特徴に因み , Medaeus の和名を「セ
スジオウギガニ属」と改称し , 本属のタイプ種
である M. ornatus に対して「セスジオウギガニ」
の和名を提唱する .
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First record of Medaeus ornatus Dana, 1852 
(Decapoda: Brachyura: Xanthidae) from 
Okinawa Island, Ryukyu Islands, Japan

Tadafumi Maenosono
Kankyosha, 1-4-5 102 Kyozuka, Urasoe, Okinawa 
901-2111, Japan (maenosono@kankyo-sha.co.jp)

Abstract. A rare xanthid crab, Medaeus ornatus 
Dana, 1852 (Decapoda: Brachyura), is reported from 
Japan for the first time based on a female specimen 
collected from Okinawa Island, Ryukyu Islands. A 
brief description of this species is provided.
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